
宮 古 工 業 高 等 学 校 校 報

１１月行事予定
１１月 １日（水） 安全の日
１１月 ２日（木） 防災避難訓練
１１月１１日（土） 全国産業フェア（埼玉））
１１月１３日～１５日 第３期定期試験
１１月１６日（木） 後期生徒総会
１１月１７日（金） 計算技術検定
１１月２８日（火） 工業クラブ発表会
１１月３０日（木） レディネステスト（１年）

１１月２７日（月）～１２月１日 パソコン教室

第１９号 平成１８年１０月３１日

山ぼうし 山ぼうしは「立志の樹」といわれ、本校正門脇に植樹されており、

花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし

の碑（初代 PTA 会長盛合聡の揮毫）がある。

山々が燃えるような紅葉の季節も終

りに近づき、北の空から白鳥が飛来す

る季節を迎えました。盛岡では初霜も

降り、間もなく厳しい寒さの冬を迎え

ようとしています。

3 学期は新人戦、インタ－ンシップ、

ロボツト競技大会、校内体育大会、宮

古市産業祭り作品展示など思い出に残

る各行事も全て大きな成果を上げて無

事に終了いたしました。３年生の進路

についても殆どの生徒が就職や進学の

内定や合格通知を頂き、県下一の進路

実現を達成することが出来ました。

また、今月の１１日から埼玉県で開

催される全国産業教育フェアに本校生

徒が製作した「宮古湾津波模型」が東

北地区工業高校生徒代表作品として出

展をし、全国から見学に来られる方々

に対して実演をするという機会を与え

られました。生徒達は大いに意気込ん

でいるところです。

生徒達のこれらの様々な取り組みや

活動が地域の方々から高く評価をされ

新聞やテレビにも数多く取り上げられ、

本校や生徒の素晴らしさを県民に大い

にアピ－ルをすることができました。

正に本校のスロ－ガンである「明るく

生き生きと、活力と魅力に満ちた宮古

工業高校」に一歩一歩近づいていると

実感しているところです。これらのこ

とが地域の小学生や中学生に理解をさ

れ、将来沢山の子供たちが本校を目指

してくることに確かな手ごたえを感じ

ているところです。

さて、来週の１３日（月）から第３

期定期試験が始まりますが、会社など

の経営管理の原則にＰＬＡＮ→ＤＯ→

ＣＨＥＣＫ→ＡＣＴＩＯＮという管理

サイクルがあります。これは私たちの

生活や人生についても生かせる考え方

です。

例えば、これは、あなた方が 3 学期

の初めに立てたＰＬＡＮ（計画）はど

の程度実行（ＤＯ）されたでしょうか。

そして、学期末にはこの結果をＣＨＥ

ＣＫ（評価・反省）することです。こ

の反省の上にたって今度はこうしよう

と、次の計画に生かし（ＡＣＴＩＯＮ）

成果を出すという手法です。

生徒諸君は２学期の反省を踏まえ、

考査に向けて最善の努力をし、大きな

成果を上げるよう期待をしているとこ

ろです。

校長 及 川 敏 昭

魅 力 に 満 ち た 宮 古 工 業 高 校



１０月１１日(水)～１３日(金)と、１０月２５日(水)～２７日(金)のそれぞれ
３日間、２学年１２４名が、宮古管内企業４９社のご協力の下、インターンシ
ップ（職業体験）を行いました。

インターンシップは、３日間の就業体験を通して産業界を理解し、望ましい
勤労観・職業観を養い、進路意識の高揚を図ることを目的として行われており、
本校では平成１３年度から全科で実施され、今年で６回目を迎えました。

期間中生徒は、各会社の出勤時刻に合わせて出勤し、
担当の方の指導に従って様々な体験をしてきました。
先生方はこの３日間各会社を訪問し、生徒の様子を見
て廻りましたが、「真剣に、いきいきと取り組んでい
た」、「会社の方々に溶け込んで一緒に汗を流していた」
等の報告がありました。退勤時刻も午後５時前後と社
員の方々と同じような勤務でしたので、３日間充実し
た体験を積むことができたようです。

終了後の生徒からは、「普段学べない貴重な体験が
できた」「社会の厳しさを知った」「働くことの意義(大切さ)がわかったよう
な気がする」「自分の足りない部分がわかった」「もっと働きたかった」「来年、
進路を決めるときに活かしていきたい」などの感想が多数出ており、この３日
間で、一回りも二回りも成長したように感じられます。会社の方々にはお忙し
い中、段取りから当日の指導、後処理までと、ご迷惑をおかけした面が多々あ
ったとは思いますが、懇切丁寧に指導して頂き、中
には「もう少し稼いで行ってほしい」「こういう生徒
に入社してきてもらいたい」などの評価を頂いた生
徒もいました。反面、「もっと元気に挨拶をしてほし
い」などのご指摘もあり、今後学校でも指導してい
きたいと考えています。

現在、３年生は、着々と進路が決定してきていま
す。２年生も、来年に向けてこのインターンシップ
を契機に、自分の進路を真剣に考え始めています。

《《 校内体育大会》 ・校内体育大会》 ・
秋も深まる１０月２４日（火）～２５日（水）の２

日間、校内体育大会が行われた。
校内体育大会は、工業祭と交

互に隔年で実施されている。例
年「科対抗」で行われる体育大
会だが、今年度は「クラス対抗」
で行われた。これは、今年度が
学科再編の移行期にあり、学年

によってクラス数も科名も違うという特殊事情のためで
ある。

インターンシップとの絡みで十分な準備ができなかっ
たり、あるいは２日目に参加できない生徒もいた。前日
から降り続く雨で、サッカーと野球はドッジボールに変

更され、トラック競技も屋内球
技へと差し替えになった。それでも選手達は精一杯汗
をかき、元気に跳ね回っていた。新競技「科長に愛を」
をできなかったことだけが、唯一惜しまれてならない。

結果の方は、バスケで２日連続１位を獲得した EF3
合同チームが球技大会に続き総合優勝を果たした。そ
の他の結果については表の通りである。

《総合順位》

優 勝 ＥＦ３チーム

準優勝 Ｍ３チーム

第３位 職員 チーム
ティーチャー

《種目別１位》

バレー 職員／Ｉ３

バスケ EF３／EF３

卓 球 Ｍ３／Ｉ２

ドッヂ ＥＦ３


